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 はじめに
 
 
本研究においては、二〇〇〇年四月～五月・二〇〇五年四月～六月に筆
者が行った、松本市里山辺「お船祭り」 （主に藤井町会）の祭り囃子に関するフィールド・ワーク（練習風景と祭り
本番の観察・祭り囃子実践者への
聞き取り調査）を通して、地域の伝統的な音楽の「伝承」について考察する。
 
         
 一． 「お船祭り」について
 
（１） 「お船祭り」 （山辺九町会
１）の背景
 
 「お船祭り」は毎年五月五日
２に行われる、松本市里山辺・須々岐水（す
すきがわ）神社
３の例大祭である。古くは享保十一（一七二六）年の記録
                                        
 
                                        
                               
１
 薄町、湯の原、新井、下金井、荒町、西荒町、上金井、藤井、兎川寺の旧里山辺の九か村にあり、
当初は宮本の薄町だけにあったが、文化・文政のころ（一八〇四―一八三〇）から他の村でも所有するようになった。 （松本市教育委員会社会教育課文化係 編） 『お城がすき
 
まつもとが好き―松本城
をめぐる文化財』松本市教育委員会、平成五、八〇
-八一頁
 
２前日が前夜祭。二〇〇五年は五日が御柱祭だったため、例外的にお船祭りは五月四日に行われた。
 
３
 『日本後紀』によると、山家（やまべ、山辺）に稲作農業を持って高句麗から渡ってきた人たちの
信仰に始ま 。稲作には治水 欠かせず、ときには氾濫を起こす薄川の水霊に祈りをささげてきた。七九九年、 彼らは朝廷から須々岐氏を賜り 水神の位も格上げされた。 （史書 『三代実録』 より）
 
鎌
倉時代、諏訪大社の神（みわ）氏が地頭職となって赴任し 山家郷を治める。その折には諏訪の神であるタケミナカタノ命（みこと 、スサノオノ尊（みこと）に改めら 市民タイムス、 五〇五
に登場しており、毎年田植えの始まりを告げ、秋の豊作を祈願する伝統行事である。お船
４は各町会一艘ずつ計九艘あり、高さ約四メートルの大き
さである。それぞれ 船の中（上）では、笛・太鼓などによる各町会に引き継がれてきた祭り囃子が奏される。
 
      
【お船の彫刻（藤井町会） 】
 
 
 
 
【お船の上で笛を奏する様子】
 
 
 
      【お船の中に設置された大太鼓】
 
 〇三より一部抜粋）
 
４江戸時代享保年間より、諏訪の名匠・立川和四郎富重（三代目）ら立川一門が竜、水鳥、仙人、七福神、獅子などの彫刻を施し、幕末の安政年間までに完成させた。それぞれのお船が彫刻のかず、首代、 漆塗りや飾り金具の技法に違いがあり、 巧を競う。 昭和六十一年、 県宝に指定。 （市民タイムス、                                        
 
 
（２） 「お船祭り」当日の流れ
 
 
当日の朝、お船は人々に見送られ、各町会を出発する。神社までの道の
りを、祭り囃子を演奏しながら、氏子たちがお船をひいていく
５。午前十
時、各町会九艘のお船が神社近くに勢揃いし、宮本である薄町のお船を先頭に、神社に向かってすすむ。鳥居前でお払 をした後、境内内にお船をとめ休憩をとる （この休憩 直会と呼ぶ） 。 午後の小学生による浦安の舞後、お船は拝殿前に進み船首を正面にしてお祓いを受け、町会ごとに祭り囃子を奉納する。境内 出て宮本である薄町町会の若い衆とあいさつをかわした後、それぞれの町会の船倉に帰る。
 
       
【九艘が勢揃いした場面】
 
 
 
 
 
【町会の人々が出迎える様子】
 
                                           
                               
〇五〇五〇三より一部抜粋）
 
５
 曵き方
:梃子棒を持った若い衆が、左右一対の車輪を梃子棒で動かす。お船の二階に立つ若い衆が
四名で「よいさ、ほいさ」のかけ声で手を振る。お船の前後の梶棒に十数人ずつの若い衆がつき 青海原を左右にゆらせながら蛇行して進む。松本市教育委員会文化課（編） 『新編
 松本のたから』松本
                                        
 
 せて演奏される曲が決まって                                        
                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     【町会の船倉に到着した場面】
 
 ２．祭り囃子（藤井町会）について
 
（１）曲の特徴
 
お囃子の演奏は、笛のメロディーの独特な間に、打楽器が合いの手を入
れるように演奏される。 「帰りバヤシ」 を除くほとんどが拍節感のないゆるやかなテンポの曲であるが、 これは、 麦畑 （田） を広い海原のようにみて、その中をゆっくりとお船がすすむ情景に合う祭り囃子を演奏することが重要だと言われているこ に関係していると考えられる。場所や状況に合わ
おり、曲のテンポに合わせて船のスピードが
変わる約束事になっている。藤井町会は長く急な坂があるため、演奏場面やテンポは坂を下るスピードにも関連し
ている。各曲の演奏場面と特徴は
以下のようである。
 
                                        
  市教育委員会、平成一〇、一七八
-一七九頁
 
 
                      
・「ひとつとや」船倉を出発する頃に演奏（朝5：45分に呼び太鼓で町会の人々を集めた後） 
・「朝日ばやし」藤井町会独自の曲で、各町会のお船に会った時に挨拶として演奏 
・「チャンチャリツ」下り坂もしくは平らな所で演奏、テンポがゆるやかな難曲 
・「越後獅子」下り坂が終わったら演奏開始する比較的軽快な曲、笛のコロバシが沢山入っている 
・「花車」下り坂が終わったら演奏開始 
・「レンボ」急な坂を下る時に急がないようスローテンポで演奏、キリバヤシについでおもむきがある曲 
・「トーシャリコ」朝日ばやしに切りかえる前に演奏、テンポはゆっくり 
・「キリバヤシ」お宮の鳥居に入ってからお宮に着きお船を置くまでの間に演奏、一番難しい 
 （２）楽器の特徴
 
 
お囃子に使われている楽器は、笛、小太鼓、大太鼓、チャンチャン（小
シンバルのような打楽器）の四種である。笛は「３」という低い音域のタイプであり、 お囃子におけるメロディーを担当する。 「コロバシ」 と呼ばれる、音を上下にゆらす奏法が特徴的であり、フレーズの終わりを「コロバシ」を続けながら音を伸ばし、独 な間を作 出す。小太鼓はリズムを担当し、片手打ちと両手打ちを組合わせながら細かいリズムをつくり、拍節的に演奏する場合と、拍がはっきり感じられ い独特な間 作り出す場合がみられる。大太鼓とチャンチャンはお
囃子のベースとなるようなリズム
を担当し、これらもまた独特な間 みられる。
 
 
各楽器の演奏者は、笛二～三人、小
太鼓二人、大太鼓一人、チャンチャ
ン一～二人である。笛は長い間この町会において祭囃子に携わってきた熟練者が担当し、 お囃子全体の練習 面から本番まで 指導 あた ため 「先生」と呼ばれている。
 
 ３．祭り囃子の伝承について
 
 
祭り囃子の練習は、 四月中旬頃より公民館で行われる。 「先生」 は笛を担
当する四〇代以上の熟練者であり、その教えを受けるのは 楽器を担当する一〇代後半から二〇代後半ま の青年団である（他 町会では子ども打楽器を担当しているところもある） 。 この祭り囃子の演奏 ために最 必要なのは、微妙な間の合わせ方（間 と
り方）を習得することであると言
う。練習中はあぐらもしくは正座で、私語は厳禁である。集中して笛のメロディーを聴き、同じ楽器の人とのタイミングを図り、この祭り囃子独特の間を習得することが重要であるとされる。
 
（１）従来の伝承方法（口承）
 
①笛のメロディーを聴いて覚える
 
 
先生の演奏する笛の音を繰り返し聞きながら、打楽器を打つタイミング
を覚える。始めはタイミングが全く分からないというが、集中して笛を聴いていると、合い 手を入れたくなるタイミングが次第に分かってくるという。 「この独特な間の面白さは、笛に合わせないと分からない。 」とのコメント。
 
②口唱歌
 
 
口唱歌によって太鼓のリズムを覚える方法である。すべての曲に口唱歌
がある訳ではないが、 藤井町会では 「ひとつとや」 、 「チャンチャリツ」 、 「花車」に口唱歌がある。その例を以下に挙げる。
 
・チャラーコ（腕を回す動作）
 
チャーツー（小太鼓のばちを太鼓の上で
ころがして音を出す）
 
 
 
例）チャラーコ
 
チャーツー
 
あドンドン
 
・シャシャ
:小太鼓
 
ドンドン
:全体奏（大太鼓、小太鼓、チャンチャン）
 
 
 
例）シャシャドンドン
 
③ジェスチャー
 
 
ジェスチャーは先生によって表現の
違いがあるが、小太鼓と全体奏のタ
イミングを手の動きで示すことが多い。例えば、先生が両手を大きく上に
あげる時は全体奏、片手をあげる時は小太鼓のみ、上記「チャラーコ」の部分で一緒に同じ動きをする、などである。
 
④曲調や曲の背景などの説明
 
 
タイミングを図って打楽器を打つことを学ぶだけでなく、各曲の曲調や
背景を理解することは、 祭り囃子の演奏に必須であろう。 「ここは坂を下る所だからもっとゆっくり演奏するように」 など曲の背景を説明したり 「太鼓は、笛のタイミングや速さに柔軟に合わせることが大切」など、メロディーを担当する笛と合いの手を入れる打楽器の役割について認識させていることが伺える。
 
（２）新たな伝承方法
 
 
藤井町会においては、若者たちの間で年々祭りに対する意識が薄れてい
るといわれている。五線譜やテンポの速い音楽に慣れた現代 若者たちとって、このお囃子を習得することは非常に困難で るようだ。お囃子を伝承していくために、口承ではない新たな伝承方法がとられている
 
①テープレコーダー 使用
 
 
テープレコーダーに笛のメロディーを録音し、練習の際にこれ 流しな
がら練習する。笛の先生方がいない時やお祭りの時期以外にも練習できという利点があ という。希望者には録音ＣＤ 配布している。
 
②図形譜の作成
 
 
本来ならば口承が望ましい祭り囃子であるが、口承に慣れていない青年
たちがあみ出した苦肉の策ともいえるのが図形譜の作成である。これによって、青年団らの間で下の年代に説明しやすくなったと う 祭り囃子の
録音を聴いただけでは、どの曲も似通っていて違いが認識できず、拍節感がないためどのタイミングで う太鼓を打 たらよいのか全く想像がつかない難曲ばかりに感じられるのだが、筆者もこの図形譜を頼りにしながらリズム打ちを試みたところ、曲の識別 簡単に出来たりリズムやタイミングを感じとりやすくなるなど、様々な拠り所にすることができた。この祭り囃子の最も難関は、独特な「間」をつかむことであ が、図形譜にはの間がかなり忠実に表されており、打楽器を打つタイミングの習得のために有用であると考えられる。しかし、笛のコロバシ（上下 ゆらす奏法）は、微妙な指づ いやゆ し方などで音が変わるため、楽譜には表せないなど、図形譜 限界も感じているようだ。
 
            
 
 
【 「レンボ」 「トーシャリコ」の図形譜】
 
       
【 「越後獅子」の図形譜】
 
      
【 「花車」の図形譜】
 
 まとめ
 
 
本研究においては、松本市里山辺「お船祭り」の祭り囃子（藤井町会）
を取り上げ、地域の伝統的な音楽の伝承方法について考察した。祭り囃子は口承によって引き継がれており、そ 方法は、笛のメロディーを繰り返し聴く、口唱歌、先生によるジェスチャー、曲調や曲の背景についての説明、などがみられた。地域の祭り囃子の伝承において 祭り囃子に長く携わってきた「人」の存在こそが重要なのであろう。現在「先生」と呼ばれる方々も 若い頃にそ また前の「先生」から同じような方法で教えを
受けてきたと考えられるのである。このような従来の口承の他に、テープレコーダーを使用したり図形譜を作成するなど、新しい伝承方法もみられた。学校音楽教育や習い事などで西洋音楽に慣れ親しんで る現代 若者は、楽譜もなく拍節感のな 音楽に慣れていないばかりか音楽を見聴きして習う経験も稀であろう。彼らへの伝承は非常に困難であることが予測できる。そこで、この祭り囃子が基本的には口承が望ましく、五線譜や図形譜では表しきれない ることは承知 上で、現代の若者世代への伝承を試みているのであろう。
 
 
最後になるが、高齢の方へのインタビューの中で「今の若者のお囃子は
すぐ速くなってしまう。船がゆれるような雰囲気のゆったりとしたお囃子が趣があるのに。 」と うコメントがあった。祭り囃子の伝承は 祭りの演奏だけでな 、その地域に祭りとともに伝えられてきた独自の音楽美を伝えるという重要な任務があることに気づかされるのである。様々 新たな伝承方法を取り入れ がらも、長年 囃子に携わってきた「先生」から直接学ぶということを大切にしながら、今後より一層 継承発展されていくこ を願う。
 
 
